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１．点検・評価の基本的な考え方 

 

（１）趣旨 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」により、教育委員会は、毎年、

その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、 

その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しな

ければならないこととされています。 

この報告書は、同法の規定に基づき、南幌町教育委員会が行った点検・評価

の結果をまとめたものです。 

 

（２）点検・評価の対象 

   点検・評価の対象は、「平成２４年度教育行政執行方針」に示された施策の

柱１１項目に基づき実施した事務事業としました。 

  * 確かな学力を育む教育の推進 

  * 豊かな心を育む教育の推進 

  * 健やかでたくましい心身の成長を育む教育の推進 

  * 信頼される学校づくりの推進 

  * 南幌高校に対する支援 

  * 夢を育む姉妹町交流 

  * 地域全体で子ども達を育てる体制づくり 

  * 「人と人」「地域と地域」が交流し、つながりを深めるまちづくり 

  * 双方向からの情報発信とそれらを共有するしくみづくり 

  * 住民主体の発想から行動へつなげる環境づくり 

  * 社会教育施設の充実 

 

（３）点検・評価の方法 

法を受けて、南幌町教育委員会は、その権限に属する事務の管理及び執行の

状況について自ら点検及び評価を行いました。 
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２．教育委員会の活動状況 

 

（１）教育委員会の開催状況 

南幌町教育委員会の会議は、毎月１回（定例）を基本に開催するほか、必要

に応じ臨時会議を開催しています。この会議において、５名の教育委員が教育

行政の基本方針の決定など様々な案件について審議しています。 

種別 開催日 付議案件等 

臨時 平成24年4月 1日 （議案） 

・教育長の選任について 

定例 平成 24年 4月 20 日 （報告） 

・平成 24年度学校経営の充実及び小中学校教育の

推進について 

（議案） 

・南幌町公民館並びに南幌町農村環境改善センタ

ーの管理等に関する規則の一部を改正する規則

制定について 

・南幌町立学校管理規則の一部を改正する規則制

定について 

・南幌町立学校職員服務規程の一部を改正する規

程について 

（その他） 

・通学路における交通安全について 

・スクールバスの購入について 

定例 平成 24年 5月 18 日 （報告） 

・平成 24年度小中学校児童生徒在籍状況について 

・南幌町公民館並びに南幌町農村環境改善センタ

ー管理運営規程の制定について 

・財産の取得について 

（議案） 

・南幌町私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の

一部改正について 

・空知教育センター組合規約の変更に係る意見に

ついて 

(その他) 

・南幌町開拓１２０年記念事業「新エネルギーに

ついての学習会」について 
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種別 開催日 付議案件等 

定例 平成 24年 6月 21 日 （報告） 

・第 2回議会定例会一般質問について 

（議案） 

・南幌町学校給食運営委員会委員の委嘱について 

・南幌町招致外国青年任用規則の一部を改正する

規則制定について 

（その他） 

・多良木町の児童交流学習事業について 

・「平成 24年度給食センターの概要」について 

・フッ化物洗口実施に向けての説明会等について 

定例 平成 24年 7月 18 日 （議案） 

・南幌町立学校施設の開放に関する条例施行規則

の一部を改正する規則制定について 

（その他） 

・中体連の結果報告について 

・フッ化物洗口に係る南幌小学校教職員説明会の

報告について 

定例 平成 24年 8月 22 日 （議案） 

・南幌町教育委員会の活動状況に関する点検・評

価報告について 

（その他） 

・多良木町の児童交流学習事業の報告について 

・フッ化物洗口に係る南幌中学校教職員説明会の

報告について 

・スクールバス購入に係る中間報告について 

定例 平成 24年 9月 18 日 （報告） 

・第 3回議会定例会一般質問について 

（その他） 

・町立小学校跡利用実施計画(中間素案)について 

・いじめの問題に関する緊急調査結果について 

定例 平成 24年 10月 12日 （報告） 

・財産の取得について 

（議案） 

・平成 24年度南幌町教育文化功労賞並びに奨励賞 

の決定について 
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種別 開催日 付議案件等 

定例 平成 24年 11月 16日 （報告） 

・上半期における社会教育施設の利用状況につい  

 て 

（議案） 

・南幌町三重レークハウス条例の一部を改正する

条例制定について 

（その他） 

・南幌中学校の二期制の導入検討について 

臨時 平成24年 11 月 27 日 （議案） 

・南幌町教育委員会委員の辞職の同意について 

定例 平成 24年 12月 25日 （報告） 

・第 4回議会定例会一般質問について 

・平成 25年成人式について 

（議案） 

・南幌町三重レークハウス管理規則の一部を改正

する規則制定について 

臨時 平成25年1月 9日 （議案） 

・教育委員長の選任について 

・委員長職務代理者の指定について 

定例 平成 25年 1月 23 日 （報告） 

・平成 24年度南空知 5町就学指導委員会判定結果

について 

・平成 25年度小中学校就学予定児童生徒数につい 

て 

（議案） 

・南幌町立学校管理規則の一部を改正する規則制

定について 

・南幌町立学校職員の自家用車公用使用に関する

規程の一部を改正する規程制定について 

（その他） 

・給食センター調理配送等業務委託の長期継続契

約について 

・通学路の登下校ルートの一本化について 

・フッ化物洗口の実施希望調査の結果について 

・高校生通学費助成事業の概要について 
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種別 開催日 付議案件等 

定例 平成 25年 2月 20 日 （報告） 

・平成 25年度教育関係予算主要事業（案）につい 

 て 

（議案） 

・平成 25年度教育行政執行方針について 

・南幌町高等学校通学費補助に関する条例の制定

について 

（その他） 

・学校給食のモニタリング事業の実施について 

定例 平成 25年 3月 22 日 （報告） 

・第 1回議会定例会一般質問について 

・平成 25年度学校教職員人事異動について 

（議案） 

・南幌町高等学校通学費補助に関する条例施行規

則の制定について 

・南幌町立学校管理規則の一部改正について 

・南幌町スポーツ推進委員の委嘱について 

（その他） 

・町立小学校跡利用について 
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（２）その他の活動状況 

 

  ① 学校訪問の実施 

    各学校の教育目標や学校経営、運営方針による教育活動を理解するととも

に、施設の状況視察や授業参観を実施 

平成 24年 7 月 24 日  南幌小学校・南幌中学校 

平成 24年 11 月 6 日  南幌小学校・南幌中学校 

 

 ② 南幌町教育委員会表彰 

    本町のスポーツ・文化その他教育の振興に功績のあった個人・団体を表彰 

 平成 24年 11 月 3日  南幌町農村環境改善センター 

  ・教育文化功労賞 

       個人  前本 利雄  （南幌町文化協会推薦） 

     ・教育文化奨励賞 

       個人  新保 香純  （北海道江別高等学校推薦） 

           大串 和弥  （南幌町軟式野球連盟推薦） 

        

③ 教育委員・社会教育関係委員合同懇話会 

    教育委員と社会教育関係委員が一同に会し、生涯学習の観点に立った社  

会教育推進上の課題や方策について意見交換し、より充実した生涯教育の環

境整備を推進する。 

 平成 24年 11 月 16 日  南幌町公民館会議・研修室 

     参集者 教育委員・社会教育審議会委員・スポーツ推進委員 

     テーマ「中期推進計画の策定から今後に求められる社会教育の方向性」 

 

  ④ 南幌小学校開校式 

     平成 24 年 4月 6日  南幌小学校 

      

  ⑤ 南幌町成人式 

     平成 25 年 1 月 13 日  南幌町農村環境改善センター 新成人 139 名 

 

  ⑥ 各学校行事 

     入学式・運動会・体育祭・学校祭・学芸会・学習発表会・卒業式等 
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３．教育行政執行方針に基づいた主な施策・事業の取組状況、成果・課題等 

 

（１）学校教育 

主な施策 点検評価項目 取組状況 成果・課題等 

確かな学力を育

む教育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自ら学び・実践す

る子どもを育成

する教育活動の

充実 

小学校では、教育田や「川

の学習」などの体験的な活

動を通じて「ふるさと南

幌」を児童自らが考える教

育の充実に取組んだ。 

中学校では、長期休業中の

学習機会や放課後の補習

機会の確保に努めた。 

小学校では、「ふるさと南

幌」について自ら課題を設

定し解決していく児童の

姿を見ることができた。 

中学校では、放課後の補習

機会については、行事等で

万度には活用できなかっ

たが、テスト前と長期休業

中の学習機会は確保する

ことができた。 

適切な教育課程

の編成・実施・評

価・改善の充実 

小学校では、新学習指導要

領と児童・地域の状況を踏

まえ、統合初年度の教育課

程づくりに取組んだ。 

中学校では、新学習指導要

領に準拠し、各教科等の授

業時数を確保する教育課

程の編成に取組んだ。 

小学校では、統合初年度で

はあったが、３校の良さを

生かしながら具体的な問

題点について校内研修等

で検証することができた。 

中学校では、教育課程に基

づいた指導がなされ、全て

の学習活動において、授業

時数が確保された。 

基礎・基本の確実

な定着を図る学

習指導の充実 

基礎・基本の定着を確実に

するねらいから、反復学習

の時間確保と実施の徹底

に取組んだ。 

反復学習の成果として、基

礎・基本の定着が確実に見

られた。今後とも、反復学

習の時間確保についての

検討と工夫が必要である。 

国語力の充実 小学校では、各教科の言語

活動を通して思考力・判断

力・表現力を高める実践に

取組んだ。 

中学校では、全教科におい

て言語能力を向上させる

機会充実を図るとともに

漢字能力検定取得を奨励

し、自ら学ぶ機会を設定し

た。 

小学校では、言語活動の一

つである「話すこと」が身

についた。「伝え合うこと」

ができることを目指し、更

なる思考力・判断力・表現

力の向上を図る。 

中学校では、全教科で言語

能力の向上に取組み、豊か

な自己表現ができる生徒

の育成に努めた。 

漢字能力検定にリピート

受験者が多く、今後は裾野

を広げる必要がある。 
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主な施策 点検評価項目 取組状況 成果・課題等 

 学力の充実 小学校では、全国学力・学

習状況調査や標準学力テ

ストの結果を踏まえて「学

校改善プラン」を作成し、

学力の充実に努めた。 

中学校では、主要教科につ

いて、学力分析を行い、検

証するとともに、英語科に

おいて少人数習熟度別指

導を導入した。 

小学校では、困り感のある

児童に対しては、きめ細や

かな指導の充実を図るた

め、今後においても学習支

援員の活用が必要である。 

中学校では、検証後、繰り

返し学習や長期休業中の

学習の機会の確保に取組

み、英語科の学力テストに

おいて、昨年度の平均得点

を上回る成果が見られた。 

科学的な考え方

や理解を深める

学習の充実 

実験や観察機会を積極的

に活用した授業づくりを

行った。 

実験のまとめや観察の方

法から丁寧に指導し、発達

の段階に応じて科学的な

考察を導く指導を進める

ことができた。 

英語教育の充実 ＡＬＴを活用して、聞く・

話す能力の充実を図った。 

小学校においては、学習指

導要領で定められている

５・６年生だけでなく、１

～４年生にもＡＬＴを活

用し英語に触れることの

できる機会を設定した。 

中学校においては、英語検

定取得を奨励し、自ら学ぶ

機会を設定した。 

低学年からＡＬＴの活用

により、外国語の音声やリ

ズムに慣れ親しむととも

に、生活習慣の違いなどを

知り、文化等に対する理解

も深まっている。 

中学校においては、聞き取

る能力は充実しているが、

書いて表現する能力につ

いては今後の課題である。 

英語検定については、リピ

ート受験者が多く、今後は

裾野を広げる必要がある。 

特別支援教育の

充実 

小学校では、専門機関との

連携を密にするとともに、

教師間の共通理解のもと、

交流教育の充実に取組ん

だ。 

中学校では、学習に困り感

のある生徒の学習ニーズ

に応えるべく、外部講師を

招き、特別支援に関する職

員研修を行った。 

小学校では、特別支援教育

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを中心に、一人

ひとりの子どもに寄り添

う教育の実現に向けて組

織的に課題を解決してき

た。 

中学校においては、南幌養

護学校のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを招

き、学習に困難を抱える生

徒へのｱﾌﾟﾛｰﾁに関する学

習機会について保護者と

ともに学ぶことができた。 
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主な施策 点検評価項目 取組状況 成果・課題等 
豊かな心を育む

教育の推進 

道徳教育を基本

とした豊かな心

の育成 

保護者や地域の方々とと

もに「豊かな心」を育むこ

とを目指し、参観日等を利

用した全学級、全担任によ

る道徳の授業公開を行っ

た。 

学校だけでなく、家庭でも

「豊かな心」を育成するこ

との大切さを共通認識す

る機会となった。 

 

読書活動の充実 朝読書に取組むとともに、

読み聞かせサークルによ

る朝の読み聞かせの定期

的な実施により、読書活動

の充実に取組んだ。 

読書に興味や関心を持つ

児童生徒が増えてきたこ

とから、次年度からは朝の

読み聞かせの回数を増や

し、読書活動の一層の充実

に努めることを確認した。 

地域と連携した

体験活動の充実 

総合的な学習の時間にお

いて、キャリア教育の充実

を図った。 

地域の特性を生かし、労働

することの大切さから始

まり、自己の特性にあった

職業観を育む一環とした

指導計画が構築できた。一

層の充実のため、社会教育

と融合した事業が展開で

きる条件整備が必要であ

る。 

小・中・高生徒指

導連携会議や教

育相談の充実 

各学校の生徒指導上の諸

問題に迅速かつ効果的な

支援・協力活動等を進める

ため、小・中・高生徒指導

連携会議を開催し、情報の

総合交流を行った。 

中学校において、問題行動

を未然に防ぐため、人間関

係づくりのトレーニング

をポジティブプロジェク

ト（ＰＰ：より良い人間関

係の構築）として位置づけ

て実践した。 

また、教育相談の体制とし

て、中学校にスクールカウ

ンセラーを配置し、生徒の

個別カウンセリング及び

教員・保護者への助言等を

行った。 

いじめや不登校などの問

題行動の未然防止・早期対

応に対する学校間による

情報交流は、継続していく

必要がある。 

中学校においてのポジテ

ィブプロジェクトは各学

年、年間１０時間指導して

いるが、１時間当たりの指

導内容が多く、精選する必

要がある。 

スクールカウンセラーは

小学校児童にも活用でき

ることを小学校保護者へ

も、認識してもらうことが

重要である。 
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主な施策 点検評価項目 取組状況 成果・課題等 
 情報教育や環境

教育など社会変

化への対応を踏

まえた教育の充

実 

将来、情報通信ネットワー

クに触れる機会が多いこ

とから、道徳時間などを活

用して、コンピュータ機器

の操作やモラルの育成を

図った。 

道徳でのメールやＳＮＳ

の利用に関する視聴覚教

材を活用した授業はでき

ているが、家庭と連携した

モラルの向上の取組みが

必要である。 

健やかでたくまし

い心身の成長を育

む教育の推進 

体力・運動能力の

向上 

新体力テストの実施及び

運動会やマラソン大会な

どでの練習時間確保によ

る運動能力向上に取組ん

だ。 

新体力テストの結果を活

用し、授業での体力向上の

取組みに生かすことがで

きた。 

運動する楽しさや喜びを

実感した児童が多く、良好

な人間関係の形成にも効

果があった。 

食に関する正し

い知識と望まし

い食習慣の育成 

授業や給食時間を通し、望

ましい食生活に対する意

識の向上を図った。 

また、月１回、給食だより

を発行し、時期に応じた食

生活に関する情報提供や

指導を行った。 

献立について児童生徒間

で話題が増えることなど、

食生活の改善やバランス

の良い食事に対する意識

が高くなった。 

性教育・薬物乱用

防止教育の充実 

栗山警察署の協力のもと、

講師を招き、薬物防止教育

に取組んだ。 

将来的な防止につなげる

ためにも、特に小学生とい

う早い段階から教育する

ことで、正しい知識を高め

ていくことが重要であり、

継続的な取組みが必要で

ある。 

事件・事故・災害

等から児童生徒

を守る教育の充

実 

消防署の協力のもと、避難

訓練を実施した。 

警察署の協力を得て、交通

安全教室を実施した。 

事件・事故・災害等から自

分自身で身を守るという

意識の高揚を図ることが

できた。 

避難訓練については、不測

の事態に備え、訓練時刻を

休み時間や清掃活動中な

ど主体的に避難を行う状

況下で実施することも必

要である。 
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主な施策 点検評価項目 取組状況 成果・課題等 
信頼される学校

づくりの推進 

 

 

 

 

 

 

 

学校関係者評価

委員会による評

価結果の公表 

 

 

 

 

 

学校の自己評価や保護

者・児童生徒による評価を

行い、それを学校関係者評

価委員会に提示した。これ

を受けて同委員会は更に

評価を行い、その結果を学

校だよりやホームページ

で公表した。 

公表することにより、その

後の学校運営に生かすこ

とができた。また校内にお

いては教職員の意識の改

革につながり、保護者、地

域の方々においては、学校

に対して協力しようとす

る意識の高揚になった。 

地域の特性を生

かした特色ある

学校づくり 

小学校では、保護者や地域

の方々による学校行事へ

の協力により、学校と保護

者・地域が深くかかわり、

子どもを守り育てるとい

う意識を培った。 

中学校では、地域の熱心な

スポーツ指導者の協力に

よる部活動指導を実践し

た。 

小学校では、保護者や地域

の方々の積極的な協力が、

児童の「感謝する心」の育

成に大きく貢献した。 

中学校では、地域の方々の

協力により、部活動のより

専門的な指導を行うこと

ができた。 

幼・小・中・高の

連携・接続に配慮

した学校運営の

充実 

学校種間の情報交換を図

り、児童・生徒の学びの連

続性を考慮した学習・生徒

指導を行った。 

教頭、生徒指導担当者によ

る日常的な情報交換や年

度末の引継ぎを行ったこ

とで、卒業前後においての

生活行動などについて確

認することができ、児童・

生徒の指導に生かすこと

ができた。 

今後も継続的な連携が必

要とされる。 

南幌高校に対す

る支援 

特色ある学校づ

くりへの支援 

広報活動、大学・専門学校

見学会、インターンシップ

事業、各種資格取得及び地

域住民交流等の支援を実

施した。 

具体的な取組みを行った

ことで、学校の活性化に寄

与することができた。特に

平成 24 年度から、2学年生

徒全員を対象に居宅介護

従事者3級取得に取組むと

いった新たな特色を構築

することにつながった。 

今後とも継続した支援が

必要である。 
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主な施策 点検評価項目 取組状況 成果・課題等 

 南幌高校振興協

議会の組織の充

実 

地域の要望に応える高校

教育の実現を目指し、南幌

高校振興活動に対する支

援を行った。 

充実した振興活動の支援

により、特色のある教育活

動の展開や魅力ある学校

づくりを努めているが、今

後も南幌高校振興活動へ

継続的な支援が必要であ

る。 

夢を育む姉妹町交

流 

姉妹町交流事業

の充実・発展 

訪問団 14 名（児童 10 名・

引率者 4 名）が参加し、7

月には、多良木町の自然と

歴史を求め訪問し、2 月に

は多良木町訪問団が、白銀

の北海道を体験した。 

それぞれの地域では出来

ない体験、また、民泊を通

して、児童の社会的視野の

拡大並びに相互の友好親

善を図ることができた。 

両町の末永い交流を深め

るため、継続していくもの

である。 

 

（２）社会教育 

主な施策 点検評価項目 取組状況 成果・課題等 

地域全体で子ど

も達を育てる体

制づくり 

親が多く集まる

機会を活用した

子育てに関する

情報提供や学習

機会の充実 

中学校の入学説明会と就

学時健診時の多くの親が

集まる機会を活用し、子ど

もの発達過程においた家

庭教育のあり方について

の講話と情報提供を行な

った。 

就学時検診においては、対

象となる親がほぼ出席し、

より多くの親に学習機会

を提供することができた

が、入学説明会において

は、参加者の拡大、内容の

充実の検討が必要である。 

親子が気軽に参

加し、ふれあいや

交流を図る子育

て支援の充実 

子育てサポ－タ－の協力

を得て、「すくすく広場」

や定期健診（７ヶ月）の際

に実施している「ブックス

タ－ト」、「子育てメソット

形成」事業などを通じて親

子がふれあう場や交流を

図る場を提供した。 

「すくすく広場」について

は、少子化の影響があり、

対象となる親子の参加が

減少傾向にあり、関係部局

や機関と連携し、事業内容

の改善や事業協力を図る

ことが課題である。 
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主な施策 点検評価項目 取組状況 成果・課題等 

 読み聞かせサー

クルへの活動支

援 

公民館図書室を拠点とし

て活動している読み聞か

せサ－クルが実施してい

る「図書室読み聞かせ」や

「春のお話会」「人形劇の

集い」などの事業に対し、

広報活動などを通じて、活

動支援に取組んだ。 

各事業を通じて、子ども達

への読書活動の普及を図

ることができた。「図書室

読み聞かせ」事業について

は、月によって参加者数の

増減が著しく、日程の調整

や他の読み聞かせ事業と

の精査を行うなど読み聞

かせサ－クルとの検討協

議が必要である。 

放課後子ども教

室の実施 

３小学校の統合後、南幌小

学校と夕張太ふれあい館

の２ヶ所を会場としてそ

れぞれ、３０回の教室と

土、日を中心に特別教室を

１０回実施した。南幌小学

校では、登録者数が１１１

名となり、毎回３グル－プ

に分けて、３種類のメニュ

－でスポ－ツ活動や文化

活動などの多様な学習活

動を実施した。 

南幌小学校は、学童保育と

の連携や小学校が統合し

たことにより登録者数が

増え、学年を超えた交流や

指導者との交流の機会が

広がった。反面、１回の教

室に対して、毎回３つのメ

ニュ－を実施することで

指導者等の確保や養成が

課題である。 

子ども会育成連

絡協議会・スポー

ツ少年団本部へ

の支援 

少子化の影響により、子ど

も会育成連絡協議会にお

いては、地域対抗の事業実

施が難しい状況にあり、全

町を網羅した活動内容へ

と移行した事業とリ－ダ

－養成を重点に事業を展

開している。 

スポ－ツ少年団本部にお

いては、団員確保に向けた

事業への取組みなどを行

っている状況にある。 

それぞれの団体の事業の

実施にあたっては、これま

で以上に連携、協力を密に

し、支援に努めた。 

子ども会育成連絡協議会

においては、リ－ダ－養成

に重点を置き、将来的な指

導者の育成を目的とした

事業の実施に対し指導・助

言を行い支援することが

できた。スポ－ツ少年団に

おいては、スポ－ツ体験会

を実施することでスポ－

ツへの理解を深める機会

の充実を図っており、相互

に協力し、事業を実施する

ことができた。 
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主な施策 点検評価項目 取組状況 成果・課題等 

 各種スポーツ教

室の充実 

キッズ・スポ－ツや水泳・

スキ－など子どもの体力

向上や技術の向上に向け

た教室の充実に取組み、い

ずれもほぼ定員に達する

状況であった。 

新規事業として町民体力

テスト会を実施し、町民が

自己の体力を知る機会を

提供した。 

キッズ・スポ－ツにおいて

は、教室への参加希望が多

く、その対応策として回数

の見直しやそれに伴う指

導者の確保が課題である。 

町民体力テスト会につい

ては、新規事業ということ

もあり、実施についての浸

透度が薄く、各場面での広

報活動を充実することが

必要である。 

地域の人材や環

境を活用した交

流や体験の場の

充実 

成人を対象とした、「ふる

さと南幌みらい塾」の講座

や「放課後子ども教室（あ

そびの達人教室）」におい

て生涯学習サポ－タ－(人

材バンク）に登録している

地域の人材を講師や指導

者として活用した。 

地域の人材を広く活用す

ることで、講座の参加者や

子ども達との交流や体験

の場を広げることができ

た。 

「人と人」「地域

と地域」が交流

し、つながりを深

めるまちづくり 

老年期において

のつながりを深

める学習機会の

充実 

さわやかカレッジ（高齢者

大学）を通じて、社会見学

や修学旅行、小学生との交

流事業などにより、学生同

士の交流や世代間の交流

を実施した。 

クラブ活動の発足やボラ

ンティア活動などの新た

な活動が芽生え、自らの生

きがいづくりや地域との

つながりをもつための機

会となった。 
地域間、世代間の

交流を促すスポ

ーツ大会やレク

リエーション活

動の充実 

ソフトボ－ルやミニバレ

－ボ－ルの各球技大会を

通じて、地域内の交流や地

域同士が交流する機会を

提供した。 

ソフトボ－ル大会は、雨天

など天候によっては実施

不能となる。同大会が世代

間交流の場、健康づくりの

場となっていることを鑑

み、雨天時用の別のメニュ

－と会場の確保を検討す

ることが必要である。 

生涯を通じての

芸術・文化に親し

む機会の充実 

文化協会や学校等との連

携を図り、普段触れること

の少ない芸術の鑑賞機会

や書道、絵画、写真などの

児童・生徒、町民の作品を

発表する文化展などの事

業に取組んだ。 

より多くの芸術鑑賞の機

会や文化活動の発表の機

会を提供することで、子ど

も達の感受性を育む機会

の拡充とより多くの住民

が芸術・文化に親しむ機会

を提供することができた。 
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主な施策 点検評価項目 取組状況 成果・課題等 

 地域に根ざした

郷 土 芸 能 の 伝

承・普及や本町の

歴史を継承する

学習機会の充実 

南幌音頭や南幌俵積み唄

の郷土芸能を各催事で披

露し、広く町民に知っても

らう機会を提供した。 

また、南幌町開拓１２０年

の節目年にあたり、郷土の

歴史を学習する機会をふ

るさと南幌みらい塾（生涯

学習講座）で提供した。 

郷土芸能については、より

多くの機会を捉えて広く

町民に知ってもらう機会

を設定していくことが必

要である。本町の歴史を学

ぶ機会は、「ふるさと南幌

みらい塾」の講座で位置づ

けされており、今後も継続

して機会を提供する必要

がある。 

双方向からの情

報発信とそれら

を共有するしく

みづくり 

町広報やホーム

ページ等を活用

した住民の意識

への働きかけ、行

動を促す情報提

供 

町広報やホ－ムペ－ジ等

を活用し、実施事業の周知

や社会教育関係団体の活

動等について情報提供を

行った。 

可能なツ－ルを使用した

情報提供に取組んだが住

民の意思への働きかけや

行動を促す情報提供には

至らなかった。双方向の情

報発信のために町広報や

ホームページの活用につ

いて工夫する必要がある。 

各種講座や大会

等において住民

と行政が情報を

交換しながらニ

ーズを共有する

仕組みづくり 

各講座や教室が終了した

後で、アンケ－ト調査や参

加者との座談会、行政区の

体育部長との会議の場を

設けるなど、情報交換や要

望の取りまとめを実施し

た。また、「まちづくりワ

－クショップ」といった新

たな手法を取り入れ住民

のまちづくりへの意見や

要望を捉える機会を設け

た。 

住民と行政が協働でまち

づくりを進めるためには、

あらゆる機会を通じて双

方向の情報を収集するこ

とが必要であることから

今後も情報を共有する機

会を拡充することが必要

である。 

子育ての関係機

関や子育てサポ

ーターが情報を

共有し、相互に連

携する環境づく

り 

子育て支援ネットワ－ク

会議を実施し、子育て支援

に関係する部局や子育て

サポ－タ－が一堂に会し、

相互に情報交換を行う場

を提供した。 

子育て支援に関係する部

局や子育てサポ－タ－が

各部局で実施している事

業内容や町内全体の子育

て支援の状況を把握する

ことで、相互に協力や連携

する体制を図ることがで

きた。 
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主な施策 点検評価項目 取組状況 成果・課題等 

住民主体の発想

から行動へつな

げる環境づくり 

町民自らが講座

の企画・立案、運

営に参画する学

習機会の充実 

ふるさと南幌みらい塾運

営委員会を開催し、委員自

らが、講座の企画、立案に

参画する機会を提供する

と共に委員自ら講師を務

めながら講座を実施する

機会を提供した。 

町民自らが、講座の企画・

立案、運営に参画する機会

を提供することで、住民主

体の発想から行動へつな

げる環境づくりが整えら

れ、住民のニ－ズに即した

学習機会を充実すること

ができた。 

青年団体協議会、

婦人会、ＰＴＡ連

合会、文化協会へ

の活動支援 

各団体が主体的に地域づ

くりへの活動が図られて

おり、それぞれが実施する

イベントや研修会などの

事業においては、相互に連

携、協力し実施した。 

各団体においては、地域づ

くりに対して、目的にあっ

た地道な活動に取組んで

おり、今後もそれぞれの役

割を確認しながら、活動支

援に取組むことが必要で

ある。 

地域に根ざした

スポーツやレク

リエーション活

動の充実 

各スポ－ツ少年団や地域

スポ－ツ団体などが主体

的に進める活動に対して

学校開放事業を活用した

活動の場の提供や、各種大

会への後援、運営への指

導・助言を行った。 

各スポ－ツ団体が、主体性

をもって行っている活動

や事業への取組みに対し

て、連携・協力し、団体が

活動のしやすい環境を整

えることにより、地域に根

ざしたスポ－ツ・レクリェ

－ション活動の促進に努

めた。 

社会教育施設の

充実 

住民のつながり

や交流を深める

拠点としての公

民館・改善センタ

ーの管理運営、施

設の充実 

公民館会議研修室・視聴覚

室の自由開放やロビ－環

境の改善、改善センタ－ロ

ビ－における作品展示な

どの住民が気軽に立ち寄

れ、交流できる環境の整備

に努めた。 

会議研修室・視聴覚室に自

由開放の日を設けること

やロビ－に読書コ－ナ－

を設置することで、学生ら

が読書や学習する状況や

サ－クル会員が打ち合わ

せの場所として活用する

状況などがみられ、気軽に

交流できる環境を整える

ことができた。また、改善

センタ－ロビ－を活用し、

住民の作品を展示するこ

とで新たな交流の場を提

供することができた。 
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主な施策 点検評価項目 取組状況 成果・課題等 

 読書活動の拠点

としての公民館

図書室の充実 

新たに１,１２７冊の新刊

図書の購入や寄贈図書の

受入れなどにより蔵書の

充実を図った。また、読み

聞かせサ－クルを主体と

した「図書室読み聞かせ」

や「人形劇の集い」などに

より、図書室を拠点とした

読書普及活動を実施した。 

新刊図書の購入サイクル

を短縮し、新刊図書案内を

いち早く提供することで

図書室の利用者の増加を

図ることができた。今後は

閲覧する環境などを充実

し、更に読書の普及を図る

必要がある。 

スポーツセンタ

ーを中心とする

社会体育施設の

充実 

スポ－ツセンタ－におい

ては、アリ－ナの床の全面

改修などを実施し、利用者

の快適性を図った。また、

他の社会体育施設におい

ても、適宜修繕を実施し、

利用者の安全と利便性を

図った。 

社会体育施設については、

施設が老朽化してきてお

り、今後、中期的な修繕計

画が必要である。 

 

 

４．まとめ 

  この点検・評価の実施を通じて、施策及び事業評価の効果手法の検証と改善を

図りながら、効果的な取組みや実施方法等について、更に検証を進め、より充実

した教育行政の実現を目指します。 

 

 

 

 


